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平成10年か ら始 まった『謳粋会』の恙年会 も今年で七日目を迎え増す。最
初の年は『 束進会』 ど合同で行われ 、多くの方が出席されまヒた。昨年は池
え端の`『鳥栄』に しようど考えて、10月 下旬に予約を t_た が、既に満席で、
来年の二月まで塞がっているとい うこどで、慌てて両国の『 ももん じや』に
お願ド ヒてこどなきを得まヒた。別に西年にこだわったわけではないのです
が、今年 こ

,そ は鳥鍋で ご思い、やは り10月 み中頃に、人形町の『 工ひで』 に

予約に行 ぢたが、 もう満席で今年 も東京 シャモには会 えなか った。

先月の会は上野公園で西郷 さんの銅像横にある『 グ リーンパーク』「ユ妃、
楼飯店」の十 幸料理 だったが、 .Lを 下 りて広小路に向か うど寄席「鈴本」の

隣に『 高田屋』 どい う蕎麦屋があって、蕎麦屋 ど言って も季節の宴会料理 を

提供 ヒて賑わ ってい る店 を見つけた。「鉛本寄席」の隣 ど言ったが、住所 を

見 るど鉾本 ビル どあ り、改めて「鉾本」めミ巨大 なビルで あるこどを知 った。

『 高田屋』の他に、中幸料理店、 ステーキや洋食屋 など、地階か ら6階 まで

飲食店のテナ ン トで満 されてい る食のデパー ト。向かいの永藤 も、,Fバ ンや

甘 ショクで有名だったが、あれだけ大 きくや ってい たパ ン屋 を辞めて、 ここ

も飲食店のテナ ン トのみ どな り、 9階には『 蟹道楽』上野店が入 っていた。
ここが蕎麦屋だど言うが、みずほ銀行の角を西に仲え町を入ると、有名な

『蓮工垂Jがあり、今でも昼時には黒塗りの高級車が何台か停まっている。
それ万=‐ら先の200■ くらいの所には “巣籠りそば"で有名な『池え端やぶ』が
ある。以前「鈴本Jの裏手には、『 こどう更科』どいう言う毛店があった。
ここはお蕎麦も良かったが、煮詰めたような蕎麦つゆが素晴らヒかった。塩
辛いので、ダップリつける訳にはいかず、端にちょっとつけて啜り込む、蕎
麦のお変わ りが,100円 の時、つゆのお変わ り″も 100円 だった。 この他に、今
人気のある店は、九井の裏の『 上野のやぶ』力'大層 な評キ|に なってい る。

上野出下交番の所に出た。 これ まで在った横断歩道橋が無い。 その付近の

道路は工事中て、聞けば、地下駐車場 ど通路 を建設中だそうで、鉄板が道路

を広ノ
1ヽ 路近 くまで覆ってい る。今 日は割合に曖かだ、寄席囃に海老茶の職が

優 ヒく揺れて、「鉛本」前のに数人の人がたむろヒている。ど、突然子の中
の一人から声をかけられてびっくりした。見ると、何時も一番先に出席され
る山田晴康さんがニコヤカな笑顔で立っておられた。「あまり、早く来たの
でこの辺りをプラついておりましたが、誰か来ないかなど待っておりまし.た 」
といって、ここに暫く居たど言う。これは大変嬉 ヒかった。6月 の『きくか
わ』の鰻にご出席後、手術をされたど聞きましたが、ご容体は女口何かど、毎
月の会報を送る度に,こ配 しておりまヒた。でも本日、ここに半年振りに元気
なお姿を見るこどが出来て、まず、本当にたかったど安堵致しました。
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